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リオット . グリフィス（William Elliot Griﬃ  s）に関
する史料 1点を新たにご寄贈いただきました。この
























　ウィリアム . エリオット . グリフィス（William 
Elliot Griﬃ  s）は明治時代前期に来日し、福井や東




3 月から翌 5年（1872）1 月までの約 1年間、グリフィ
スは福井藩藩校の明新館に勤務し、近代福井を担っ
た多くの優秀な人材を育てました。






























































































































求めていたことは、明治 4 年 10 月 1 日付でグリ
フィスがアメリカの彼の家族に宛てた手紙の中に
も「I have written to one or two high oﬃ  cers of 
the Tokyo Gov’t, relative to a National system of 
education and providing for the ﬁ rst and greatest 
educational need of Japan-good teachers, I have 
suggested that six or eight National Normal school 
be established.」（山下英一『グリフィス書簡』111
ページ、㈱シナジー、平成 21 年 6 月刊）と記され
ています。今回新たに発見された書状は、上記の明
治 4年 10 月 1 日付のグリフィス書簡に書かれた文
章に対応する証拠史料というべきもので、本書状の

























































　明治 5 年（1872）5 月 29 日、東京、湯島の昌平
坂学問所跡地に官立東京師範学校が創立されまし
た。この東京師範学校は日本初の官立師範学校です。







　井上久雄『学制論考』（風間書房、昭和 38 年 10
月刊）によりますと、明治初期における官立師範学




（Theodor Eduard Hoﬀ mann）はドイツ・プロイセ
























年（1871）8 月 10 日の時点で、グリフィスが師範
学校設置を急務とすることを当時の明治政府の高官
（東京府知事）であった由利公正に提言していたこ
とは、グリフィスが教育者として確かな見識とそれ
を実行に移す行動力を持っていたことを示すものと
いえるでしょう。本館所蔵のグリフィス書状は、グ
リフィスの伝記に新たな 1ページを加える史料であ
り、かつ近代日本における教員養成史研究において
も貴重な史料といえるでしょう。
